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事業承継啓発月間とは
■目的

沖縄県は、民間企業の2023年調査によると、後継者不在率が全国平均の53.9%を大幅に上回る66.4%と高く、また1972
年の本土復帰以降に創業した割合が全国よりも高く７割以上を占めており、事業承継未実施で経営者の年齢が60代を超える企
業の割合が全国よりも多く、事業承継は喫緊の経営課題となっている。

そこで、県内中小事業者等に対し、事業承継についての認知度向上及び支援機関の事業承継に対する意識醸成、連携強化を
図るため、毎年11月に「事業承継啓発月間」を開催し、セミナー等周知イベントの開催や、各種メディアを活用した広報を行う。

■主催

内閣府沖縄総合事務局、沖縄県、中小企業基盤整備機構沖縄事務所、沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター

■協力

沖縄県事業承継ネットワーク

＜参画機関＞

那覇商工会議所、浦添商工会議所、沖縄商工会議所、宮古島商工会議所、沖縄県商工会連合会、琉球銀行、沖縄銀行、
沖縄海邦銀行、コザ信用金庫、沖縄振興開発金融公庫、沖縄債権回収サービス、沖縄県中小企業団体中央会、沖縄県信用
保証協会、沖縄税理士会、沖縄県産業振興公社、沖縄県よろず支援拠点、沖縄県中小企業活性化協議会

事業承継啓発月間2024テーマ

地域の宝（事業、地域資源）を続けていくため、継業による幅広い事
業承継を支援し、沖縄からサイレント廃業をなくすことを目的とする。
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事業承継啓発月間2024 概要

セミナー・交流会
 ■ACT-Meetup～アトツギがおこす地域革新の可能性

 日時：11月14日（木）
 場所：SAKURA Innobase OKINAWA（那覇市）
 主催：中小企業庁・沖縄総合事務局

■女性あとつぎ交流会
 日時：11月20日（水）
 場所：HAVE A GOOD DAY（那覇市）
 主催：沖縄総合事務局

■事業承継セミナー「継ぎ活講座」
   日時：11月30日（土）
   場所：沖縄産業支援センター

     主催：沖縄県

  ■支援機関向け事業承継セミナー（8日、29日）
 主催：沖縄県

  ■士業向け事業承継セミナー（21日）
 主催：中小機構沖縄事務所

広報

■新聞
・事業承継啓発月間告知（1日）
・事業承継特集
沖縄タイムス（29日）／琉球新報（30日）

・沖縄タイムス連載「継業～地域のなりわいをつなぐ」（4回）

■ラジオ番組
・RBCiラジオ MUSIC Shower Plus＋（5日）
「事業承継DAY～サイレント廃業を無くそう～」 
金融機関×事業承継経験者インタビュー
ラジオカーによる店舗取材

■TV特別番組
・OCNタイアップ（1日～30日）
・OTV「REVISION」（27日）

■沖縄都市モノレール中吊り広告（1日～30日）

#未来につなぐ沖縄の店 募集
「地域に残したい、地域に愛されるお店」をテーマに、SNS等を通じ
て情報を募集。事業承継支援が必要な小規模事業者の掘り起こし
を行う。

記者会見 日時：令和6年9月25日（水）／ 場所：県庁記者会見室

座談会

■南城市、コザ信用金庫（8日）
■八重瀬町（19日）



事業承継啓発月間2024 チラシ
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#未来につなぐ沖縄の店 募集

投稿情報 78件

ラジオリスナーメール 43件

SNS投稿  35件

ゆいレール内広告を実施



#未来につなぐ沖縄の店 市町村別内訳

市町村 投稿数
那覇市 25
沖縄市 12
宜野湾市 5
浦添市 4
名護市 4
糸満市 4
うるま市 4
南城市 3
読谷村 3
石垣市 2
読谷村 2
大宜味村 2
北中城村 1
中城村 1
豊見城市 1
北谷町 1
恩納村 1
与那原町 1
本部町 1

八重瀬町 1

合計 78
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 78件の投稿は、いずれも地域に根ざす飲食店、小売店。

 集まった情報をもとに、順次、沖縄県事業承継・引継ぎ支
援センターがインタビューを実施。後継者の有無を確認しつ
つ、事業承継の課題を抱えた事業者に対し支援を行う。

 自治体・商工会・商工会議所に本情報を共有し、連携し
て事業承継支援に取り組む。



創業から約20年続く、那覇市首里のイタリアンレストラン。
創業当時にスタッフとして勤務していた東江さんが、2018年に経営権を引継ぎました。

【インタビュー】
ーお店の特徴やこだわりを教えてください。

「当店は、かしこまらず気軽に楽しめるお店です。僕自身、お客様と話すことが好き。店内に入る
と美しい景色が広がり、「うわー！」と感動するお客様もいらっしゃいます。料理はもちろん、スタッ
フもフレンドリーで温かいおもてなしを大切にしています。」

ー愛されるお店としてアンケートで投稿されました。地域の方々との交流を大切にする中で、お
店としてどのような存在でありたいと考えていますか？ 

「”いつでも気軽に立ち寄れる、そして特別な日には自然と集まれる場所”でありたいですね。お
祝い事で活用してくれるお客様が多く、そこから広がってきて、誕生日や記念日をお祝いする
方々が増えています。」

ーお店を引き継いでから、大変だったことや乗り越えた苦労はありますか？ 

「運転資金の確保が一番大変でした。また、オーナーになったことでスタッフへの接し方を変える
必要があり、今でも試行錯誤しています。」

ー先代オーナーから受け継いだ大切な価値観はありますか？

「先代はとても暖かい人で、お店の雰囲気づくりが上手でした。先代が大切にした“楽しい環境
をつくる”価値観を受け継ぎながら、スタッフが楽しく働けるように配慮しています。」

#未来につなぐ沖縄の店 インタビュー
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YONA salute（ヨナ サルウテ）
店主：東江 智幸さん



ACT-Meetup那覇
～アトツギがおこす地域革新の可能性～

日時：令和6年11月14日(木) 18:30～20:30
場所：SAKURA innobase Okinawa
主催：中小企業庁・内閣府沖縄総合事務局
テーマ：アトツギはどう企業変革するか
登壇者：
(株)XLOCAL 代表取締役COO  坂本 大典 氏
(株)okicom 取締役副社長 小渡 晋治 氏
（沖縄エリア「アトツギ甲子園」地域プロデューサー）

(株)福地組 代表取締役社長 福地 一仁 氏
参加者：後継予定者、金融機関、支援機関など約60名
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女性あとつぎ交流会

日時：令和6年11月20日(水) 15:00～17:00
場所：HAVE A GOOD DAY
主催：内閣府沖縄総合事務局
内容：トークセッション

(有)育陶園  高江洲 若菜さん
(株)丸元建設 糸数 幸恵さん
Lagoon KOZAスタッフ 岩渕 裕子さん  

参加者同士によるグループシェアタイム
交流会

参加者：女性後継予定者、支援機関など約20名
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60歳から考える事業承継の組み立て方

継ぎ活講座

日時：令和6年11月30日(土) 10:00～12:00
場所：沖縄県産業支援センター
主催：沖縄県
内容：基調講演

M&Aキャピタルパートナーズ 武富 尚紀氏
 特別講演
平鍛造株式会社 前代表取締役社長 平 美都江氏
名刺交換会

参加者：経営者、支援機関など約30名
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11月5日

ラジオ番組

RBCiラジオ Music shower plus＋

事業承継DAY～サイレント廃業を無くそう～

①沖縄海邦銀行 本店営業部 田場 一守 調査役
 クリードキャディースタッフ 玉城 大地 代表取締役

②沖縄銀行 石川支店 大城 琢馬 支店長
 沖縄銀行 法人事業部 東恩納 寛亮 調査役
石川保安商会 大仲 裕治 代表取締役社長

③琉球銀行 法人事業部 宇良 宗浩 調査役
 沖城ポンプ 大城 充 代表取締役
 石川電設工業 當山 安弘 元代表

沖縄海邦銀行×クリード沖縄

沖縄銀行×石川保安商会

琉球銀行×沖城ポンプ×石川電設工業



RBCiラジオ Music shower Plus＋

11月5日（火）10：00～13：55

ラジオカー取材 リポーター あつきにぃにぃ

花のアトリエSense（名護市）松川 杏さん
具志冷凍食品（那覇市）大嵩 賢人さん

11月1日（金）

ラジオインタビュー

沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター 佐藤 英彦 統括責任者

※後日、RBCiラジオスペシャルにて事業承継をテーマとした番組が
放送されました（RBC自主企画）。
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11月1日、5日

ラジオ番組



ラジオ番組
youtube配信



11月1日～30日

ＴＶ番組

OCNインフォメーション内での放送（11月1日～30日）

大原農園（南城市） 代表 新盛 大輝様
大田製靴店（那覇市） 大田 守誠様
沖縄アート体験美ら風（那覇市）代表 長野 佑紀様
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大原農園

沖縄アート体験美ら風大田製靴店



11月27日

ＴＶ番組

11月27日放送「REVISION」

愛知大学経済学部 打田 委千弘 教授
神里自転車店 代表 宇良 孝 様
花の店ポプリ 代表 石川 美香 様
金城畜産 代表取締役 松田 正太 様
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11月1日（金）新聞掲載

琉球新報3面、沖縄タイムス28面
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新聞掲載



琉球新報 事業承継特集（11月30日（土））
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沖縄タイムス 事業承継特集（11月29日（金））
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おばあタイムス



「おきなわ・地域の宝を維持するために、「今」何ができるのか？

－地域の支援を形にした事例」座談会－

日時：令和6年11月8日（金）15:00-17:00
場所：中小企業振興会館2階会議室
主催：内閣府沖縄総合事務局、沖縄県、中小機構沖縄事務所、沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター
登壇者：ファシリテーター 打田委千弘 愛知大学経済学部・教授

トークセッション パートⅠ：地域の金融機関が地域の事業者を支援した事例
コザ信用金庫 棚原 加奈 様
花の店ポプリ 石川 美香 様

パートⅡ：市町村レベルで地域の事業者を支援した事例
南城市役所企画部観光商工課係長 大城 圭一 様
 南城市商工会経営指導員 玉城 暁成 様

パートⅢ：地域の宝を維持するためどのような支援が必要か？
登壇者全員で討議
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事業承継に関する座談会in八重瀬町

日時：令和6年11月19日（火）14:00-16:00
場所：八重瀬町役場
主催：内閣府沖縄総合事務局、琉球ミライ
参加者：大宮工機、神谷酒造（事業承継経験者）

八重瀬町
八重瀬町商工会
農業協働組合（JA）
八重瀬町観光物産協会
金融機関（琉球銀行、沖縄銀行、
沖縄海邦銀行、コザ信用金庫）

沖縄県事業承継・引継ぎセンター
内閣府沖縄総合事務局経済産業部
琉球ミライ

開催概要
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本座談会は、八重瀬町内の地域事業者に対す
る事業承継支援のニーズを把握し、事業承継の可
能性を検討する機会を提供するとともに、事業承継
に対する期待感を醸成することを目的に開催しまし
た。
当日は行政、支援機関、金融機関担当者が約

30名参加し、事業承継経験者から体験談を伺い
事業承継に対する理解を深めるとともに、地域全体
で事業承継を支援する体制づくりを検討することが
できました。
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事業承継月間HP（沖総局他）への11月以降のアクセス件数の伸び
事業承継の11月以降の相談件数の伸び
対象：沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター

沖縄県事業承継ネットワーク各機関

事業承継啓発月間2024 KPI

沖縄県の60歳以上の各年代の後継者不在率について、全国との差を減少させる

ミクロ
指標

マクロ
指標



沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター
ページビュー及びアクティブユーザの推移

-1-

ユーザー数は増加傾向。
ページビューは事業承継啓発月間
記者会見後の10月に上昇。



沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター
新規相談数の推移

新規相談件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2021(R3)年度 25 21 23 15 22 34 32 31 28 26 23 26 306

2022(R4)年度 30 35 43 29 52 55 36 43 52 41 44 37 497

2023(R5)年度 45 40 43 36 35 38 40 48 38 31 34 34 462

2024(R6)年度 31 48 52 53 45 47 47 54 26 0 0 0 403

2024.12.16

年間を通じて11月の件数が最も
多く、また件数は毎年増加傾向



後継者不在率の推移

• 2024年の沖縄県の後継者不在率は65.3%と、前年比1.1ポイント改善し過去最低を更新。しかし全国
平均（52.1%)よりも13.2ポイント高くなっており、その差は前年比で2.0ポイント拡大している。

• 経営者年代別の後継者不在率をみると、沖縄県・全国平均とも年齢が上昇するにつれて不在率は低下
（23年と同様）。沖縄県と全国平均の乖離をみると、30代未満、70代、50代、60代の順で大きい。

• 2023年と同様、50代以上の後継者不在率の乖離が依然として大きいが、全国と比べて特に70代の乖離
の悪化は要注意である。

後継者不在率の沖縄県と全国平均の推移（2017年～2024年）

24（出展）帝国データバンク「後継者不在率」動向調査

沖縄県と全国平均の年代別後継者不在率の推移（2017年～2024年）



月間を
振り返って

 2021年度にスタートした事業承継啓発月間は今年で4年目を
迎え、沖縄県内の事業承継に関連する機関が一体となり普及
啓発を行う体制が浸透。

 事業承継啓発月間2024のテーマである「サイレント廃業をなく
そう」は、地元紙の特集記事や社説などで取り上げられ、社会
的関心を高めることに寄与した。

 サイレント廃業に対する理解と関心を高めるため、残したいお店
情報をラジオ・SNSで募集（初の試み）。特にラジオではリス
ナーから多くのリアクションが寄せられたこと、またその後ラジオ番組
の自主企画の放送に繋がったことから、ラジオを通じて事業承継
を身近な問題として捉える機会となった。

 また地域における座談会を開催。サイレント廃業が地域の課題
であることや、自治体が中心となった事業承継支援体制の重要
性について、関係者間で理解を深めることに繋がった。

 沖縄県事業承継・引継ぎ支援センターの相談件数は年々増
加し、相談窓口としての認知度向上及び関係機関との連携拡
大を背景に、2021年以降、沖縄県の後継者不在率は全国
ワーストを脱却しており、2024年の後継者不在率は65.3%と
過去最低を更新し改善傾向にある。ただし、全国平均との差は
13.2ポイント高く、また経営者年齢60代以上の後継者不在率
は全国平均との差が大きいことから、目標である全国平均との差
を減少させるべく、引き続き関係機関と連携した事業承継支援
及び普及啓発に取り組む必要がある。
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